
特別出展・和歌山市・大日山35号墳出土の双脚輪状文形冠帽をかぶった人物埴輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和歌山県教育委員会所蔵）

平成２７年度企画展Ⅳ

－装飾古墳の双脚輪状文と和歌山県岩橋千塚古墳群出土埴輪を考える－
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企
画
展
開
催
に
あ
た
っ
て

現
在
、
日
本
国
内
で
は
６
６
０
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
装
飾
古
墳
で
す
が
、
装
飾
に
は
多
様
な
種
類
の
文
様
が
存
在
し
ま
す
。
特
に
、

そ
の
一
つ
、
双
脚
輪
状
文
は
希
少
な
文
様
と
い
え
、
熊
本
市
釜
尾
古
墳
、
熊
本
市
横
山
古
墳
（
移
設
）、
福
岡
県
広
川
町
弘
化
谷
古
墳
、
桂

川
町
王
塚
古
墳
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
現
存
す
る
も
の
は
九
州
に
集
中
し
て
お
り
、
６
世
紀
ご
ろ
の
装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
ま
す
。
他
方
、
双
脚

輪
状
文
は
、
装
飾
文
様
だ
け
で
な
く
人
物
埴
輪
や
形
象
埴
輪
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
ま
す
。

今
回
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
岩
橋
千
塚
古
墳
群
の
双
脚
輪
状
文
形
冠
帽
を

か
ぶ
っ
た
人
物
埴
輪
、
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
を
特
別
出
展
し
ま
す
。
古
墳
群
の
調
査
は
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
の
紀
州
徳
川
家
の
当
主
・

徳
川
頼
倫
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
内
務
省
に
よ
る
史
跡
指
定
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
、
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
が
開
園
し
ま
し
た
。
以
後
、
古
墳
群
の
分
布
調
査
、
保
存
修
理

事
業
を
開
始
し
、
古
墳
群
の
整
備
と
活
用
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

岩
橋
千
塚
古
墳
群
出
土
の
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
、
装
飾
古
墳
の
双
脚
輪
状
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
館
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、

装
飾
古
墳
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
諸
機
関
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
10
月
６
日
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熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課　
　

福
田　

匡
朗

例　

言

一　

本
書
は
、
平
成
27
年
10
月
６
日
か
ら
平
成
28
年
１
月
17
日
ま
で
開
催
す
る
平
成
27
年
度

企
画
展
Ⅳ
「
双
脚
輪
状
文
の
交
流
―
装
飾
古
墳
の
双
脚
輪
状
文
と
和
歌
山
県
岩
橋
千
塚
古

墳
群
出
土
埴
輪
を
考
え
る
―
」
展
の
展
示
図
録
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

二　

展
示
解
説
は
、
木
﨑
館
長
の
総
括
、
坂
口
学
芸
課
長
の
指
導
の
も
と
、
福
田
匡
朗
が
担

当
し
、
伊
藤
幸
子
、
菊
川
知
美
が
こ
れ
を
補
佐
し
ま
し
た
。

三　

企
画
展
お
よ
び
本
書
の
企
画
、
編
集
は
福
田
匡
朗
が
担
当
し
ま
し
た
。

四　

企
画
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
機
関
・
個
人
の
方
々
に
は
、
以
下
に
お
名
前
を
記
し

た
と
お
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
歴
史
資
料
館
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
、
熊
本
市
役
所
観
光
文
化
交
流
局
文

化
振
興
課
、
広
川
町
教
育
委
員
会
、 

山
鹿
市
立
博
物
館
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
和
歌

山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
、
遠
藤
啓
介
、
小
椋
大
輔
、
尾
﨑
源
太
郎
、
芥
子
円
香
、
田
中

元
浩
、
田
村
保
雄
、
塚
本
晃
大
、
寺
本
就
一
、
仲
辻
慧
大
、
仲
原
知
之
、
冨
加
見
泰
彦
、

三
好
栄
太
郎
（
以
上
、
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　
関
連
行
事

一　

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開　

平
成
27
年
10
月
24
・
25
日
（
土
・
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
古
墳
の
公
開　

10
月
25
日
（
日
）

二　

講
演
「
神
秘
の
装
飾
文
様
〜
双
そ
う
き
ゃ
く
り
ん
じ
ょ
う
も
ん

脚
輪
状
文
の
交
流
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課　

福
田　

匡
朗

　
　

平
成
27
年
11
月
24
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

10
階　

会
議
室
７
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第
一
章　

装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
る
双
脚
輪
状
文　

　　

現
在
、
日
本
国
内
で
は
６
６
０
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
線
刻
さ
れ
た
も
の
、

彩
色
さ
れ
た
も
の
な
ど
多
様
で
す
。特
に
、そ
の
一
つ
、双
脚
輪
状
文
は
希
少
な
文
様
と
い
え
、

熊
本
市
釜か
ま
お尾
古
墳
、
熊
本
市
横
山
古
墳
（
移
設
）、
佐
賀
県
鳥
栖
市
田た
し
ろ
お
お
た

代
太
田
古
墳
、
福
岡

県
広
川
町
弘こ
う
か
だ
に

化
谷
古
墳
、
桂
川
町
王お
う
づ
か塚
古
墳
な
ど
、
現
存
す
る
も
の
は
九
州
に
集
中
し
て
お

り
、
６
世
紀
ご
ろ
の
装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

熊
本
市
釜
尾
古
墳
【
国
史
跡
】　

古
墳
時
代
後
期　

熊
本
市
北
区
釜
尾
町

　

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
西
里
駅
か
ら
上
熊
本
駅
間
、
線
路
に
の
ぞ
む
釜
尾
丘
陵
の
東
端
に
位
置

し
、
菅
原
神
社
の
社
殿
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
１
７
６
９
（
明
和
６
）
年
に
発

見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
１
９
１
６
（
大
正
６
）
年
２
月
に
は
京
都
帝
国
大
学

考
古
学
研
究
室
に
よ
る
調
査
が
あ
り
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
３
月
に
は
史
跡
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。　

墳
丘
は
直
径
約
13
ｍ
、
高
さ
約
５
．
５
ｍ
の
円
墳
で
、
墳
丘
の
南
側
に
安
山
岩
の
積
石

に
よ
る
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
元
来
、
石
室
に
は
左
右
の
屍
床
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
が
、
現
在
は
仕
切
り
石
と
み
ら
れ
る
石
材
が
一
部
残
る
の
み
で
す
。
奥
壁
に
沿
っ
て
、

石
屋
形
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
双
脚
輪
状
文
は
石
屋
形
の
奥
壁
下
、
外
壁
、
内
壁
天
井
石

の
内
面
に
あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
三
角
文
、
同
心
円
文
な
ど
が
赤
・
灰
・
白
の
三
色
で
彩
色

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
は
、
石
室
内
部
の
清
掃
中
、
管
玉
２
、

挂
甲
残
欠
、
大
刀
、
剣
、
斧
、
鞍
金
具
、
轡
、
鏃
、
須
恵
器
が
出
土
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。 

第 1図　九州地方における双脚輪状文を有する装飾古墳
１　福岡県・桂川町王塚古墳　２　佐賀県・鳥栖市田代太田古墳
３　福岡県・広川町弘化谷古墳
４　熊本市・横山古墳（熊本県立装飾古墳館隣接地に移設）　５　熊本市・釜尾古墳
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第 3図　釜尾古墳の出土遺物
（熊本県教育委員会所蔵）

第 2図　釜尾古墳の石屋形
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第 5図　横山古墳の石屋形

熊
本
市
横
山
古
墳
【
未
指
定
】　

古
墳
時
代
後
期　

熊
本
市
北
区
植
木
町
山
本
、
山
鹿
市
鹿

央
町
岩
原
に
移
設

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
、
九
州
縦
貫
道
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
に
よ
り
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
、
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
に
隣
接
し
、
移

築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
長
３
８
．
５
ｍ
の
小
型
の
前
方
後
円
墳
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘
に
つ
い
て
は
、

葺ふ
き
い
し石
、
埴
輪
は
認
め
ら
れ
ず
、
周
溝
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
横
穴
式
石
室
の

一
部
は
盗
掘
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
玄
室
に
は
左
右
屍
床
、
奥
に
石い
し
や
が
た

屋
形
が
存

在
し
ま
す
。
双
脚
輪
状
文
は
石
屋
形
の
左
右
袖そ
で
い
し石
に
あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
石
屋
形
軒
縁
に

連
続
三
角
文
、
奥
壁
に
は
三
角
文
の
痕
跡
な
ど
が
あ
り
、
石
屋
形
の
左
袖
石
に
は
赤
・
灰
・

白
の
三
色
か
ら
な
る
三
角
文
、
右
袖
石
に
は
赤
・
灰
・
白
の
三
色
か
ら
な
る
同
心
円
文
が
彩

色
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
室
内
出
土
遺
物
に
は
、
金き
ん
か
ん環
、
勾
玉
、
管
玉
、
丸
玉
、
小
玉
、
鉄て
つ
ぞ
く鏃
、
刀
子
、
馬
具
、

須
恵
器
、
土
師
器
、
砥
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

第 4図　横山古墳の出土遺物
（熊本県教育委員会所蔵）
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佐
賀
県
鳥
栖
市
田
代
太
田
古
墳
【
国
指
定
】　

古
墳
時
代
後
期　

　

脊せ
ふ
り振
山
塊
の
九
千
部
山
の
支
峰
か
ら
伸
び
る
高
位
段
丘
の
縁
辺
部
に
立
地
し
ま
す
。

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
に
は
開
口
、
発

掘
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

二
段
築
成
の
円
墳
の
墳
丘
径
は
約
42
ｍ
と
復
元
さ
れ
、
南
側
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室

に
は
前
・
中
・
後
室
構
造
か
ら
な
る
玄
室
が
あ
り
ま
す
。
装
飾
文
様
は
後
室
奥
壁
、
後
室

袖そ
で
い
し石
外
側
、
中
室
右
側
壁
に
あ
り
、
赤
・
緑
・
黒
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
壁
に
は
、

双
脚
輪
状
文
、
連
続
三
角
文
、
人
物
、
騎
馬
人
物
、
ゴ
ン
ド
ラ
船
、
同
心
円
文
が
描
か
れ
ま

す
。
須
恵
器
細
片
、
管
玉
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

第 7図　田代太田古墳の後室奥壁

第 6 図　現在の田代太田古墳
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福
岡
県
広
川
町
弘
化
谷
古
墳
【
国
指
定
】　

古
墳
時
代
後
期

　

石
人
山
古
墳
と
同
じ
く
八
女
丘
陵
上
に
立
地
し
ま
す
。
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
、
果

樹
園
の
造
成
工
事
中
、
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
石
室
の
半
分
ほ
ど
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墳
丘
は
直
径
39
ｍ
の
円
墳
で
あ
り
、
周
溝
、
周
堤
を
有
し
ま
す
。
単
室
の
横
穴
式
石
室
は
、

玄
室
の
奥
に
石
屋
形
が
あ
り
ま
す
。
石
屋
形
の
奥
壁
、
側
壁
、
天
井
部
に
円
文
、
同
心
円
文
、

三
角
文
、
双
脚
輪
状
文
、
靱
が
描
か
れ
ま
す
。
石
屋
形
か
ら
は
勾
玉
、
耳じ
か
ん環
、
高
坏
、
提さ
げ
べ瓶

の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

第 8図　現在の弘化谷古墳（広川町教育委員会提供）

第 9図　弘化谷古墳の石屋形　（広川町教育委員会提供）

第 10図　弘化谷古墳の石屋形奥壁の赤外線写真
（広川町教育委員会提供）
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参　

考　

文　

献

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
編　
（
１
９
８
４
）『
熊
本
県
装
飾
古
墳
総
合
調
査
報
告
書
』
熊
本
県

　
　

文
化
財
調
査
報
告
書
第
68
集　

熊
本

　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
編　
（
１
９
９
７
）『
全
国
の
装
飾
古
墳
３　

福
岡
県
の
装
飾
古
墳
』　

　
　

熊
本

　

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
編　
（
２
０
１
０
）『
田
代
太
田
古
墳
』
鳥
栖
市
文
化
財
調
査
報
81
集

　
　

佐
賀

　

浜
田
耕
作
・
梅
原
末
治
・
島
田
貞
彦　
（
１
９
１
９
）「
肥
後
国
飽
託
郡
西
里
村
釜
尾
の
古
墳
」

　
　
『
九
州
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
』
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
研
究
室
第
３
冊　

京
都

　

埋
蔵
文
化
財
研
究
会
編　
（
２
０
０
２
）『
装
飾
古
墳
の
展
開
〜
彩
色
系
装
飾
古
墳
を
中
心

　
　

に
〜
』
第
51
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
集
会
資
料
集　

福
岡

福
岡
県
桂
川
町
王
塚
古
墳
【
国
指
定
】　

古
墳
時
代
後
期

　

加
古
川
東
岸
の
段
丘
上
に
立
地
し
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
、
採
土
工
事
中
に
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
に
は
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墳
長
約
80
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
前
・
後
室
か
ら
な
る
副
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を

有
し
、玄
室
奥
に
は
石
屋
形
、奥
壁
に
は
石
棚
が
あ
り
ま
す
。
前
室
、後
室
、石
屋
形
が
赤
・
黒
・

白
・
緑
・
黄
・
灰
色
で
彩
色
さ
れ
、
三
角
文
、
円
文
、
同
心
円
文
、
双
脚
輪
状
文
、
靱
、
盾
、

大
刀
、
弓
、
蕨
手
文
、
騎
馬
像
が
描
か
れ
ま
す
。

変
形
四し
じ
ゅ
う
き
ょ
う

獣
鏡
、
装
身
具
は
管
玉
、
棗
な
つ
め

玉
、
切き
り
こ子
玉
、
小
玉
、
耳じ
か
ん環
、
銀ぎ
ん
れ
い鈴
、
武
具
・
武
器
は
、

捩
り
環
頭
大
刀
、
鉄
鉾
、
刀
子
、
鉄
鏃
、
挂
甲
の
小
札
、
馬
具
は
鐙
、
杏
葉
、
轡
、
雲
珠
、

須
恵
器
は
、
台
付
壺
、
坏
、
蓋
、
高
坏
、
提さ
げ
べ瓶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

第 11図　王塚古墳の前室奥壁
（九州歴史資料館提供）
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第一章　装飾古墳にみられる双脚輪状文

装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〜
釜か
ま
お尾
古
墳
と
横
山
古
墳
の
比
較
〜

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課
長　

坂
口
圭
太
郎

一
．
は
じ
め
に

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
で
は
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
１
月
か
ら
、
装
飾
古
墳
館
（
以

下
、
古
墳
館
と
す
る
）
屋
外
に
あ
る
凝
灰
岩
製
レ
プ
リ
カ
、
横
山
古
墳
（
古
墳
館
移
設
）、

塚つ
か
ぼ
う
ず

坊
主
古
墳（
和
水
町
）を
対
象
に
、保
存
施
設
内
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
３
箇
所
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
保
存
施
設
の
見
学
室
と
古
墳
館
の
外
気
温
の
温
湿
度

デ
ー
タ
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
時
期
（
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
）
を
装
飾
古
墳
の
公
開
期
間
と
し

て
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
11
月
３
日
に
熊
本
県
下
で
は
初
の
試
み

と
な
る
第
一
回
菊
池
川
流
域
装
飾
古
墳
一
斉
公
開
を
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
装
飾
古
墳
の

一
斉
公
開
の
先
行
事
例
と
し
て
は
、
福
岡
県
の
筑
後
川
流
域
と
遠
賀
川
流
域
の
装
飾
古
墳
一

斉
公
開
が
あ
る
以
外
は
、
定
期
的
な
公
開
例
は
少
な
い
。

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
か
ら
は
、
一
斉
公
開
を
予
定
す
る
古
墳
の
公
開
時
の
入
室
の

影
響
を
見
る
た
め
、
見
学
室
や
玄
室
の
短
期
の
温
度
デ
ー
タ
の
取
得
を
開
始
し
た
。
短
期
の

計
測
間
隔
は
５
分
と
し
、
通
年
の
計
測
間
隔
は
１
時
間
と
し
た
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

か
ら
は
、
公
開
を
予
定
す
る
古
墳
内
の
温
湿
度
環
境
を
把
握
す
る
た
め
、
通
年
の
長
期
観
測

デ
ー
タ
と
公
開
時
の
短
期
観
測
デ
ー
タ
の
両
方
を
収
集
し
た
。
こ
の
時
に
、
大だ
い
ぼ
う坊
古
墳
（
玉

名
市
）
と
チ
ブ
サ
ン
古
墳
（
山
鹿
市
）
の
二
箇
所
に
お
い
て
見
学
室
の
急
激
な
温
度
上
昇
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
公
開
に
よ
る
装
飾
古
墳
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

 

二
．
釜
尾
古
墳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

釜
尾
古
墳
は
、
熊
本
市
北
区
釜
尾
町
に
あ
り
、
古
墳
時
代
後
期
、
六
世
紀
ご
ろ
に
築
造

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
存
在
は
『
肥
後
國
誌
』
な
ど
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

る
。
狭
く
長
い
羨
道
を
持
ち
、
石い
し
や
が
た

屋
形
の
奥
壁
や
両
袖そ
で
い
し石
に
連
続
三
角
文
や
双
そ
う
き
ゃ
く
り
ん
じ
ょ
う
も
ん

脚
輪
状
文
な

ど
が
、
赤
や
白
な
ど
の
彩
色
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
釜
尾
古
墳
の
保
存
施
設
は
、
昭
和
四
〇
年
代
、
当
時
は
熊
本
女
子
大
学
教
授
、
後
の

国
学
院
大
学
教
授
乙
益
重
隆
氏
ら
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
石
室
上
部
に
ア
ー
チ
型
で
骨

組
み
を
つ
く
り
、
鉄
骨
製
の
梁
を
枡
上
に
配
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
と
そ
の
上
に
土

盛
り
を
施
し
て
い
る
。
羨
道
入
口
は
鉄
製
の
扉
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
、
当
時
と
し
て
は
先
駆

的
な
施
設
で
あ
っ
た
。

　

装
飾
古
墳
館
が
こ
の
釜
尾
古
墳
の
調
査
に
入
っ
た
経
緯
は
、
こ
の
古
墳
の
装
飾
部
位
の
劣

化
に
対
す
る
懸
念
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
劣
化
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
温
湿
度
や
装
飾
部

の
色
の
見
え
方
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
劣
化
、
退
色
が
あ
る
と
さ
れ
た

装
飾
は
、
季
節
変
化
に
よ
る
色
の
見
え
方
の
差
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
現
在
は
、
京
都

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
小
椋
大
輔
准
教
授
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
結
露
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
対
策
の
検
討
の
為
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
移
行
し
て
い
る
。

三
．
横
山
古
墳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

横
山
古
墳
は
熊
本
市
北
区
植
木
町
山
本
に
あ
っ
た
装
飾
古
墳
で
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
路

建
設
に
よ
っ
て
、
記
録
保
存
の
措
置
が
取
ら
れ
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
肥
後
古
代
の

森
鹿
央
地
区
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。
釜
尾
古
墳
と
造
ら
れ
た
時
期
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
古
墳

で
あ
る
。
長
い
羨
道
は
釜
尾
古
墳
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
石
屋
形
の
両
袖
石
に
双
脚
輪
状

文
と
連
続
三
角
文
と
同
心
円
文
が
赤
と
白
と
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

位
置
的
に
も
近
く
、
両
古
墳
に
は
明
ら
か
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

　

装
飾
古
墳
館
で
は
、
野
外
展
示
室
と
し
て
、
こ
の
横
山
古
墳
を
位
置
付
け
て
お
り
、
春
と

秋
の
一
斉
公
開
以
外
に
も
、
定
期
的
な
一
般
公
開
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
風
防
室
、

羨
道
、
保
存
室
前
と
中
に
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
設
置
し
て
、
温
湿
度
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
公
開
方
法
を
随
時
検
討
し
て
い
る
。

四
．
装
飾
古
墳
館
と
京
都
大
学
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

現
在
、
横
山
古
墳
は
装
飾
古
墳
館
、
釜
尾
古
墳
は
京
都
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
で
、
装
飾
古
墳

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
両
者
と
も
施
設
の
保
存
環
境
を
調
査
し
、
日
常
的
に
モ
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ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
装
飾
古
墳
の
保
存
に
対
し
、
積
極
的
に
意
見
交
換
し
て
い

る
。

五
．
釜
尾
古
墳
と
横
山
古
墳
の
内
部
環
境
の
考
察　

　

封
土
を
喪
失
し
て
い
た
横
山
古
墳
は
石
室
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
屋
で
包
み
込
ん
で

い
る
。
そ
の
上
に
バ
ラ
ス
と
粘
質
性
の
高
い
土
を
叩
き
、
表
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
混
ぜ
込

ん
だ
透
水
性
の
あ
る
偽
土
で
覆
っ
て
い
る
が
、
日
照
に
よ
る
熱
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
内
部
に
向

か
う
た
め
、
蓄
熱
が
生
じ
や
す
い
構
造
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
を
見
て
も
最
も
高
温
に
な
る
夏
に

は
保
存
室
で
24
℃
を
若
干
超
え
る
日
が
あ
る
。
冬
季
の
最
低
温
度
が
12
℃
ほ
ど
で
、
年
較
差

は
約
12
℃
に
な
る
。
一
方
、
釜
尾
古
墳
で
は
玄
室
内
は
最
高
で
23
℃
で
あ
り
、
横
山
古
墳
よ

り
１
℃
ほ
ど
低
い
。
こ
れ
は
疑
似
墳
丘
の
表
面
が
芝
で
覆
わ
れ
て
い
る
効
果
に
起
因
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
低
温
度
は
14
℃
で
年
較
差
は
９
℃
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
釜
尾
古

墳
の
内
部
熱
環
境
は
移
築
復
元
し
た
横
山
古
墳
よ
り
も
良
好
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

六
．
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
釜
尾
古
墳
と
横
山
古
墳
に
つ
い
て
、
装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
か
ら
、

両
古
墳
の
内
部
環
境
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
装
飾
古
墳
の
保
存
と
活
用
の
両
立
を
目
指

す
た
め
に
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
根
幹
を
支
え
る
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
、
こ
の
装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
こ
の
手
法
を
用
い
て
装
飾
の
異
状

を
い
ち
早
く
察
知
し
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

資
料
の
保
存
は
、
私
達
、
博
物
館
に
勤
め
る
者
の
責
務
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
注
意
深
く

装
飾
古
墳
を
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

参　

考　

文　

献

池
田
朋
生
（
２
０
０
９
）「
装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
１
方
法
」
熊
本
県
立
装
飾
古
墳

　

館　

研
究
紀
要
第
８
集　

熊
本

熊
本
県
教
育
委
員
会
（
１
９
８
４
）『
熊
本
県
装
飾
古
墳
総
合
調
査
報
告
書
』
熊
本
県
文

　

化
財
調
査
報
告
書
第
68
集　

熊
本

坂
口
圭
太
郎
・
池
田
朋
生
・
末
永
崇
・
小
椋
大
輔
（
２
０
１
３
）「
空
調
設
備
の
な
い
保

存
施
設
を
有
す
る
装
飾
古
墳
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
」
日
本
文
化
財
科
学
会
第
30
回
大

会
発
表
要
旨
集　

東
京

＊
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
釜
尾
古
墳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
小
椋
大
輔
准
教
授
及
び
同
大
学
院
生
芥
子
円
香
さ
ん
に

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
二
人
に
は
装
飾
古
墳
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
解

析
等
に
助
言
を
常
々
頂
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第 12図　横山古墳のモニタリングデータ

第 13図　釜尾古墳のモニタリングデータ
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第二章　釜尾古墳の発見と整備の歴史

　

第
二
章　

釜
尾
古
墳
の
発
見
と
整
備
の
歴
史

　

熊
本
市
に
所
在
す
る
釜
尾
古
墳
は
１
７
６
９
（
明
和
６
）
年
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
肥
後
國
誌
』
に
は
、
釜
尾
古
墳
の
双
脚
輪
状
文

は
〝
桔
梗
ノ
紋
〞
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
県
内
で
は
、
こ
の
種
の
文
様
に
つ
い
て
古
く

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
装
飾
古
墳
館
は
、
熊
本
市
役
所
文
化
振
興
課
か
ら
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
当
時
の
釜
尾
古
墳
の
修
理
工
事
の
日
録
及
び
工
事
写
真
の
複
写
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
装
飾
古
墳
の
保
護
施
設
の
み
な
ら
ず
、
熊
本
県
の
文
化
財
行
政
に

お
け
る
草
創
期
の
状
況
、
過
去
三
回
の
釜
尾
古
墳
の
史
跡
整
備
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

釜
尾
古
墳
の
現
在
の
保
護
施
設
は
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
前
の
二
時
期
、
保
護
施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
３
月
の
史

跡
指
定
を
受
け
、
墳
丘
上
に
本
瓦
葺
き
住
宅
風
の
保
護
施
設
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
施

設
が
第
一
期
の
保
護
施
設
と
い
え
ま
す
。
そ
の
後
、１
９
４
５（
昭
和
20
）年
の
台
風
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
覆
屋
根
が
大
破
し
、
石
室
内
部
に
雨
水
が
侵
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
終
戦
直

後
の
時
期
で
早
急
な
復
旧
は
困
難
で
あ
り
、
第
二
期
の
も
の
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に

覆
屋
根
を
再
建
し
た
も
の
で
す
。　

　

そ
の
後
、
墳
丘
頂
に
残
さ
れ
て
い
た
イ
チ
ガ
イ
シ
の
切
り
株
に
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
、
建

物
を
劣
化
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
割
石
積
み
の
壁
に
ゆ
る
み
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
、
近
隣
の
井
芹
川
流
域
を
中
心
と
し
た
風
水
害
は
、

わ
ず
か
に
古
墳
の
旧
態
を
留
め
て
い
た
奥
壁
と
西
壁
の
上
部
を
崩
壊
さ
せ
、
石
室
の
大
半
を

土
砂
で
埋
没
さ
せ
ま
し
た
。

第 14図　現在の釜尾古墳

第 15図　大正 15年から昭和 2年ごろの釜尾古墳

第 17図　昭和 42年に修理完成した釜尾古墳

第 16図　昭和 26年に再建された建物
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１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
、
第
三
期
の
工
事
過
程
は
、
ま
ず
石
室
の
周
囲
を
露
出
さ
せ
、

そ
の
周
囲
に
基
礎
溝
を
掘
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
石
室
上
に
盛
土
、
そ
の
上
に
粘
土
型
を
塗

り
固
め
、
マ
ウ
ン
ド
を
形
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
に
め
ぐ
ら
し
た
基
礎
溝
に
割
石
を
敷
き
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
鉄
骨
を
埋
め
込
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
に
鉄
骨
を
組
み
込
ん

だ
網
目
を
つ
く
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
ド
ー
ム
状
の
傘
を
構
築
し
た
の
で
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
ド
ー
ム
が
乾
燥
し
た
後
、
石
室
内
の
排
土
作
業
に
移
行
し
ま
し
た
。
粘
土
型
を
は

が
し
、
割
石
を
小
口
積
み
に
築
き
ま
し
た
。

工
事
は
石
室
だ
け
で
な
く
、
羨
道
部
に
も
及
び
ま
し
た
。
崩
落
し
た
天
井
石
を
補
強
す

る
為
、近
く
の
釜
尾
集
落
に
残
存
し
て
い
た
箱
式
石
棺
の
石
材
で
補
充
し
、チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ

ク
で
天
井
石
を
吊
り
上
げ
ま
し
た
。
羨
門
部
に
は
鉄
扉
を
設
け
、
施
錠
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
よ
そ
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
在
、
石
室
内
の
結
露
が
装
飾
に
及
ぼ
す
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
為
、
京
都
大
学
大
学
院
、
装
飾
古
墳
館
、
熊
本
市
役
所
に
よ
り
環
境
調
査

が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

参　

考　

文　

献

乙
益
重
隆　
（
１
９
６
７
）「
装
飾
古
墳
の
修
理
」『
月
刊
文
化
財
』
第
49
号　

第
一
法　

規
出
版
社　

東
京

熊
本
県
教
育
委
員
会
編　
（
１
９
７
４
）『
熊
本
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告 　

　
（
全
）』　

青
潮
社　

熊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
１
９
８
４
）『
熊
本
県
装
飾
古
墳
総
合
調
査
報
告
書
』
熊
本 

　

県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
８
集　

熊
本

森
本
一
瑞
（
１
７
７
２
）『
肥
後
國
誌
』（
後
藤
是
山
編
１
９
７
１
年
版
）
熊
本

釜
尾
古
墳
顕
彰
ま
で
の
長
い
道　

　
　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
長　

木
﨑　

康
弘

一
．
釜
尾
古
墳
へ
の
注
目

　

考
古
学
関
係
者
の
中
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
釜
尾
古
墳
の
記
述
で
、
一

番
古
い
も
の
は
、『
肥
後
國
誌
』（
森
本　

１
７
７
２
）
や
『
新
撰
事
蹟
通
考
』（
八
木
田

１
８
４
０
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
逸
早
く
指
摘
し
た
の
は
、
熊
本
県
立
中
学
濟
々
黌
教
諭
の
下

林
繁
夫
。
下
林
は
、『
九
州
日
日
新
聞
』
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
８
月
７
日
、
８
日
付
け

の
４
面
に
「
西
里
村
の
古
墳
▲
釜
尾
の
古
墳
、
模
樣
あ
り
▼
」
と
い
う
記
事
を
寄
稿
。
そ
の

冒
頭
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

「
新
撰
事
蹟
通
考
に
『
飽
田
郡
鎌
尾
の
石
室
』
と
見
え
、
肥
後
國
志
に
五
丁
手
永
釜
尾
村

の
絛
に
『
常
福
寺
迹
、
天
臺
の
古
迹
と
云
此
古
迹
の
後
山
傍
畑
の
際
に
窟
あ
り
始
を
知
ら

ず
岸
崩
れ
て
埋
れ
居
り
し
を
明
和
六
年
の
春
發
見
せ
り
口
窄
く
内
は
一
間
半
四
方
計
り
切

石
の
壁
天
井
に
て
向
の
石
壁
朱
に
て
塗
り
桔
梗
の
紋
あ
り
常
福
寺
の
粮
倉
に
て
や
あ
ら
ん

か
後
又
埋
め
置
た
り
と
云
』
と
載
せ
た
り
」
と
。

　

ま
た
、濱
田
耕
作
は
、『
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
考
古
學
研
究
報
告　

第
三
冊
』
の
註
（
２
）

に
八
木
田
政
名
の
『
新
撰
事
蹟
通
考
』（
肥
後
文
献
叢
書
所
収
）
か
ら
の
引
用
文
を
、
本
文

に
森
本
一
瑞
の
『
肥
後
國
誌
』
巻
之
ニ
か
ら
の
引
用
文
を
掲
げ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、釜
尾
古
墳
の
記
述
と
し
て
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
記
述
を
、『
肥
後
國
誌
』
と
『
新

撰
事
蹟
通
考
』
か
ら
抜
き
書
き
し
た
い
。

『
肥
後
國
誌
』

　

森
本
一
瑞
が
『
肥
後
国
誌
草
稿
』
を
増
補
し
て
25
巻
に
編
纂
し
た
名
著
で
、１
７
７
２
（
明

和
９
）
年
に
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
「
巻
之
参
」
の
「
飽
田
郡
」「
五
町
手
永
」「
釜
尾
村
」
の

中
に
関
係
箇
所
が
あ
る
。

「
常
福
寺
跡　

天
台
ノ
古
跡
ト
云
此
古
跡
ノ
後
ロ
山
傍
畑
ノ
際
ニ
窟
ア
リ
始
ヲ
知
ラ
ス
岸
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崩
レ
テ
埋
レ
居
リ
シ
ヲ
明
和
六
年
ノ
春
發
見
セ
リ
口
窄
ク
内
ハ
一
間
半
四
方
計
リ
切
石
ノ

壁
天
井
ニ
テ
向
ノ
石
壁
朱
ニ
テ
塗
リ
桔
梗
ノ
紋
ア
リ
常
福
寺
ノ
粮
倉
ニ
テ
ヤ
ア
ラ
ン
カ
後

又
埋
メ
置
タ
リ
ト
云
」

　

釜
尾
古
墳
が
１
７
６
９
（
明
和
６
）
年
春
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
入
口

が
狭
く
、
内
部
は
「
一
間
半
四
方
」
の
広
さ
で
あ
る
こ
と
や
、
切
石
を
積
み
上
げ
て
壁
や
天

井
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
奥
壁
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
、「
桔
梗
ノ
紋
」
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
奥
壁
は
、
白
と
赤
の
塗
り
分
け
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ベ
ン

ガ
ラ
の
赤
が
特
に
目
立
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
江
戸
期
に
お
い
て
「
桔
梗
ノ
紋
」
が

特
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
大
正
期
の
展
開
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

『
新
撰
事
蹟
通
考
』

　

細
川
藩
士
の
八
木
田
政
名
が
古
文
書
や
古
記
録
な
ど
の
典
拠
を
明
示
し
な
が
ら
編
纂
し
、

肥
後
の
事
跡
を
通
観
し
た
名
著
で
、
１
８
４
０
（
天
保
11
）
年
に
完
成
し
た
。
釜
尾
古
墳
の

石
室
の
こ
と
が
「
巻
之
九
」
の
「（
明
應
）
六
年
丁
巳
夏
五
月
木
野
相
直
修
八
代
郡
大
野
窟
」

の
按
文
に
「
又
飽
田
郡
鎌
尾
ノ
石
室
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ど
う
い
う
評
価
が
行

わ
れ
た
の
か
を
み
て
お
く
。

「
按
ニ
窟
ハ
北
太
野
村
ニ
ア
リ
（
中
略
）
右
石
室
ニ
就
テ
考
ル
ニ
阿
蘇
郡
手
野
村
北
宮
西

南
二
百
五
十
許
歩
ノ
畠
中
ニ
石
室
二
區
ア
リ
北
宮
記
北
宮
速
瓶
玉
命
岩
隱
ノ
所
故
ニ
神
塚

ト
云
土
人
又
御
倉
穴
ト
稱
ス
巨
石
以
築
之
今
見
一
穴
ハ
口
塞
テ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
一
穴
ハ

口
方
二
尺
計
ア
リ
又
飽
田
郡
鎌
尾
ノ
石
室
山
本
郡
小
野
ノ
石
室
山
鹿
郡
津
袋
ノ
御
靈
塚
益

城
郡
陣
村
ノ
座
敷
塚
葦
北
日
奈
久
田
河
内
石
室
等
（
中
略
）
今
阿
蘇
人
ノ
岩
隱
穴
ト
云
ハ

古
言
ノ
傳
ナ
リ
然
レ
バ
北
宮
ノ
神
塚
ハ
乃
チ
阿
蘇
國
造
又
ハ
阿
蘇
公
等
ノ
墓
ナ
ル
コ
ト

炳
然
ナ
リ
大
野
石
室
モ
舊
ハ
上
世
貴
人
ノ
墓
ニ
テ
破
頽
セ
シ
ヲ
相
直
修
造
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ベ

シ
」

　

八
木
田
は
、
釜
尾
古
墳
の
石
室
を
「
上
世
貴
人
ノ
墓
」
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。

二
．
下
林
繁
夫
の
装
飾
の
確
認

　

既
述
の
こ
と
だ
が
、下
林
は
、「
西
里
村
の
古
墳
▲
釜
尾
の
古
墳
、模
樣
あ
り
▼
（
上
）（
下
）」

（
下
林
１
９
１
６
）
を
寄
稿
し
て
い
た
。
７
月
下
旬
〜
８
月
初
め
の
あ
る
日
に
行
っ
た
調
査

の
速
報
だ
っ
た
。
そ
の
（
上
）
の
最
後
に
次
の
文
章
が
あ
っ
た
。

「
初
め
肥
後
國
志
に
釜
尾
の
古
墳
に
桔
梗
の
紋
あ
り
と
の
記
事
を
見
た
る
時
、
我
國
に
於

て
桔
梗
の
紋
等
を
用
ひ
た
る
事
は
、
か
ゝ
る
古
墳
築
造
の
時
代
よ
り
極
め
て
後
世
の
事
に

属
す
故
に
或
は
熊
本
に
於
け
る
最
大
崇
拜
の
的
標
た
る
清
正
公
の
家
紋
が
桔
梗
及
蛇
の
目

の
兩
種
な
る
な
る
が
故
に
蛇
の
目
を
桔
梗
と
誤
り
傳
へ
た
る
に
は
非
ざ
る
か
の
疑
問
と
起

せ
し
、
も
し
余
の
推
測
の
如
く
ん
ば
蛇
の
目
は
即
ち
同
心
圓
形
な
る
が
故
に
こ
れ
は
上
代

よ
り
好
む
で
用
ひ
た
る
我
大
和
民
族
特
有
の
模
様
な
り
」

　

下
林
が
「
桔
梗
の
紋
」
に
異
常
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
執
っ
た
行
動
が
実
地
の

調
査
だ
っ
た
わ
け
だ
。「
西
里
村
の
古
墳
（
下
）」
の
冒
頭
を
読
も
う
。

「
故
に
愈
實
地
に
つ
き
て
そ
の
模
樣
を
見
出
さ
ん
と
埋
も
れ
た
る
石
片
一
二
と
排
除
せ
し

が
は
た
し
て
一
側
壁
に
直
立
し
て
僅
に
頭
部
を
現
は
せ
る
石
片
に
直
經
一
尺
四
五
寸
も
有

る
べ
き
同
心
圓
を
朱
と
以
て
畫
き
た
る
も
の
と
見
出
し
た
り
」

そ
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
だ
っ
た
。

「
故
に
尚
こ
の
崩
壊
せ
る
土
石
を
取
り
去
つ
て
精
細
に
調
査
せ
ば
必
ず
地
下
に
数
ケ
の
同

種
の
模
樣
の
残
れ
る
を
見
出
し
得
べ
し
、
然
る
に
今
や
斯
の
如
き
我
大
和
民
族
が
上
代
に

於
け
る
特
有
の
模
樣
と
有
す
る
古
墳
が
日
々
い
た
ず
ら
に
小
童
の
遊
戯
場
と
な
り
又
側
壁

の
積
石
も
歳
月
と
共
に
崩
る
ゝ
に
ま
か
す
れ
ば
貴
重
な
る
こ
の
研
究
材
料
を
有
す
る
古
墳

も
益
湮
滅
し
て
遂
に
た
づ
ぬ
可
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
」

　

ま
た
、
装
飾
古
墳
が
当
時
は
「
二
十
幾
ケ
所
に
過
ぎ
ず
。
然
る
に
我
熊
本
縣
下
に
於
て
は

そ
の
大
部
分
な
る
十
八
九
ケ
所
」
を
有
す
る
こ
と
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
熊
本
県
を
評
価
し

た
の
だ
っ
た
。

「
故
に
こ
の
種
の
研
究
材
料
が
か
く
の
如
く
縣
下
に
豊
富
な
る
こ
と
は
實
に
我
郷
土
の
誇

と
云
ふ
べ
し
」

三
．
濱
田
耕
作
の
調
査
と
史
跡
指
定
化

　

下
林
の
装
飾
の
確
認
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
濱
田
が
行
っ
た
釜
尾
古
墳
の
調
査
の
契
機
と
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第
参
巻
所
収
）
熊
本

　

下
林
繁
夫
（
１
９
１
６
）「
西
里
村
の
古
墳
▲
釜
尾
の
古
墳
、
模
樣
あ
り
▼
」『
九
州
日
日

　
　

新
聞
』
８
月
７
日
、
８
日　

熊
本

　

濱
田
耕
作
・
梅
原
末
治
・
島
田
貞
彦
（
１
９
１
９
）『
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
考
古
學
研

　
　

究
報
告　

第
三
冊
』
京
都

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。た
だ
し
、そ
の
調
査
年
月
は
、井
寺
古
墳
な
ど
の
１
９
１
６（
大

正
５
）
年
12
月
〜
17
年
１
月
で
は
な
く
、
２
回
目
の
１
９
１
８
年
１
月
で
、「
當
時
吾
人
の

調
査
に
漏
れ
た
る
も
の
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
大
正
六
年
二
月
釜
尾
村
青
年
團
の
本
古
墳

を
修
理
し
」
と
の
こ
と
が
、
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
る
（
濱
田
・
梅
原
・
島
田
１
９
１
９
）

か
ら
、
恐
ら
く
、
１
回
目
の
調
査
時
に
は
、
調
査
に
堪
え
う
る
ほ
ど
の
状
況
で
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、『
肥
後
国
誌
』
に
記
さ
れ
、
下
林
の
興
味
を
引
き
つ
け
た
「
桔
梗

の
紋
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
装
飾
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
三

角
形
及
び
同
心
圓
等
を
主
要
素
と
す
る
も
の
」
筑
後
の
装
飾
古
墳
と
、「
直
弧
紋
を
主
値
と

す
る
」
肥
後
の
装
飾
古
墳
の
二
大
系
統
が
あ
り
、
肥
後
の
釜
尾
古
墳
の
装
飾
は
、
筑
後
的
だ

と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
肥
後
の
特
徴
で
あ
る
「
紋
樣
適
用
の
場
所
」
が
「
石
厨
子
樣
の
障
屏

を
主
と
す
る
」
点
を
具
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、「
其
の
構
造
に
於
い
て
肥
後
的
な
る

と
同
時
に
、
装
飾
に
於
い
て
筑
後
的
な
り
」
と
の
評
価
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
３
月
３
日
、
熊
本
県
の
第
１
号
の
一
つ
と
し
て
、
井
寺
古
墳
や

千
金
甲
（
甲
号
、
乙
号
）、
大
村
横
穴
群
、
石
貫
穴
観
音
横
穴
、
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
と
共

に
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
指
定
理
由
は
、「
丘
陵
ノ
突
端
ニ
築
カ
レ
タ
ル
圓
墳

ニ
シ
テ
石
室
ハ
略
南
面
シ
羨
道
ハ
長
サ
約
十
五
尺
玄
室
ハ
方
約
十
尺
玄
室
ノ
奧
壁
ニ
接
シ
元

厨
子
形
ノ
障
屏
ヲ
構
ヘ
タ
リ
石
材
ハ
厚
サ
二
寸
五
分
其
ノ
上
面
ニ
彩
色
ヲ
以
テ
装
飾
ヲ
施
セ

リ
」
だ
っ
た
。

　

釜
尾
古
墳
で
装
飾
が
最
初
に
注
意
さ
れ
て
か
ら
、
１
４
９
年
目
の
こ
の
年
、
国
史
跡
と
し

て
の
顕
彰
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

参　

考　

文　

献

　　

森
本
一
瑞
（
１
７
７
２
）『
肥
後
國
誌
』（
後
藤
是
山
編
１
９
７
１
年
版
）
熊
本

　

八
木
田
政
名
（
１
８
４
０
）『
新
撰
事
蹟
通
考
』（
１
９
１
０
年
発
行
『
肥
後
文
献
叢
書
』 

第 18図　下林繁夫の速報記事
『九州日日新聞』1916（大正 5）年８月 8日付け
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第三章　和歌山県岩橋千塚古墳群出土埴輪

第 20図　大日山 35号墳の墳丘（和歌山県教育委員会提供）

 　

第
三
章　

和
歌
山
県
岩い

わ
は
し
せ
ん
づ
か

橋
千
塚
古
墳
群
出
土
埴
輪　
　

　

和
歌
山
県
和
歌
山
市
所
在
、
岩
橋
千
塚
古
墳
群
の

調
査
は
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
の
紀
州
徳
川
家

の
当
主
・
徳
川
頼よ
り
み
ち倫
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
内
務
省
に
よ
る
史
跡

指
定
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
、
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
は
、
和
歌
山
県
立
紀

伊
風
土
記
の
丘
が
開
園
し
ま
し
た
。
以
後
、
古
墳
群

の
分
布
調
査
、
保
存
修
理
事
業
を
開
始
し
、
古
墳
群

の
整
備
と
活
用
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
展
で
特
別
出
展
し
た
双
そ
う
き
ゃ
く
り
ん
じ
ょ
う
も
ん
が
た
か
ん
ぼ
う

脚
輪
状
文
形
冠
帽
を
か
ぶ
っ
た
人
物
埴
輪
、
双
脚
輪
状
文

形
埴
輪
の
う
ち
、
２
体
の
双
脚
輪
状
文
形
冠
帽
を
か
ぶ
っ
た
人
物
埴
輪
は
、
岩
橋
千
塚
古
墳

群
に
あ
る
大だ
い
に
ち
や
ま

日
山
35
号
墳
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

大
日
山
35
号
墳
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
３
カ
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
墳
長
は

約
86
ｍ
、
基
壇
ま
で
含
め
た
総
長
は
約
１
０
５
ｍ
、
６
世
紀
前
半
ご
ろ
の
紀
伊
地
方
で
最
大

の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
双
脚
輪
状
文
形
冠
帽
を
か
ぶ
っ
た
人
物
埴

輪
は
、
大
日
山
35
号
墳
の
西
造
り
出
し
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

第 19図　和歌山県岩橋千塚古墳群の位置
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第 21図　大日山 35号墳出土の双脚輪状文形冠帽をかぶった人物埴輪
（和歌山県教育委員会所蔵）

特別出展・展示期間は 10月 6日から 11月 29日まで

第 22図　岩橋千塚古墳群出土の双脚輪状文形埴輪（個人蔵）
特別出展・展示期間は 10月 6日から 11月 29日まで
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第三章　和歌山県岩橋千塚古墳群出土埴輪

第 23図　大日山 35号墳の西造り出し（和歌山県教育委員会提供）
双脚輪状文形冠帽をかぶった人物埴輪などの埴輪が出土しています。
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第 24図　岩橋千塚古墳群出土の双脚輪状文形埴輪
（和歌山県立紀伊風土記の丘所蔵　本企画展では未出展）

西
造
り
出
し
か
ら
は
、
円
筒
、
朝
顔
形
、
蓋
き
ぬ
が
さ

形
埴
輪
、
武
人
、
巫
女
、
両
面
人
物
の
人

物
埴
輪
、
胡こ
ろ
く籙
形
、
靱ゆ
ぎ

形
の
器き
ざ
い財
埴
輪
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
日
山
35
墳
か
ら
は
、

円
柱
を
有
し
三
分
割
で
制
作
さ
れ
た
大
形
の
家
形
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま

す
。参　

考　

文　

献

加
藤
俊
平
（
２
０
１
０
ａ
）「
ス
イ
ジ
ガ
イ
由
来
の
器
財
と
文
様
」『
考
古
学
研
究
』
５　

７
―
１　

考
古
学
研
究
会　

岡
山　

　
　
　
　

  

（
２
０
１
０
ｂ
）「
ス
イ
ジ
ガ
イ
か
ら
双
脚
輪
状
文
へ
」『
公
開
討
論
会　

大

日
山
35
号
墳
の
埴
輪
を
考
え
る
』
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘　

和
歌
山

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘　
（
２
０
０
８
）『
平
成
20
年
度
特
別
展　

岩
橋
千
塚
』

　

和
歌
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
１
１
）
記
者
発
表
資
料　
『
大
日
山
35
号
墳
出
土

の
家
形
埴
輪
』
和
歌
山
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装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
る
双
そ
う
き
ゃ
く
り
ん
じ
ょ
う
も
ん

脚
輪
状
文
の
成
立
と
展
開

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
学
芸
課　

福
田　

匡
朗

一
．
は
じ
め
に

装
飾
古
墳
の
装
飾
文
様
に
お
い
て
、
熊
本
県
北
部
に
多
く
み
ら
れ
る
連
続
三
角
文
や
福
岡

県
に
多
く
み
ら
れ
る
蕨
手
文
と
は
異
な
り
、
双
脚
輪
状
文
は
希
少
な
文
様
と
い
え
る
。
現
時

点
で
は
、
６
世
紀
代
の
九
州
地
方
の
装
飾
古
墳
で
は
、
双
脚
輪
状
文
は
熊
本
市
釜か
ま
お尾
古
墳
、

熊
本
市
横
山
古
墳
（
移
設
）、佐
賀
県
鳥
栖
市
田た
し
ろ
お
お
た

代
太
田
古
墳
、福
岡
県
広
川
町
弘こ
う
か
だ
に

化
谷
古
墳
、

桂
川
町
王お
う
づ
か塚
古
墳
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
墳
丘
形
態
と
石
室
構
造
か
ら
比
較
し
た
い
。
釜
尾
古

墳
は
墳
丘
直
径
13
ｍ
、
高
さ
５
．
５
ｍ
の
円
墳
で
あ
り
、
石
室
構
造
は
前
・
後
室
の
複
室
構

造
の
横
穴
式
石
室
、
奥
壁
に
は
石い
し
や
が
た

屋
形
を
設
け
て
い
る
。
横
山
古
墳
は
全
長
３
８
．
５
ｍ
の

前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
葺
石
、
周
溝
、
埴
輪
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
横
穴
式
石
室
の
石
室

構
造
は
長
い
羨
道
部
を
有
し
、
奥
壁
に
は
石
屋
形
を
設
け
て
い
る
。

田
代
太
田
古
墳
は
墳
丘
直
径
約
42
ｍ
の
円
墳
で
あ
り
、
石
室
構
造
は
前
・
中
・
後
室
の
三

室
構
造
か
ら
な
る
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
。弘
化
谷
古
墳
は
墳
丘
直
径
39
ｍ
の
円
墳
で
あ
り
、

単
室
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
。桂
川
町
王
塚
古
墳
は
墳
長
約
80
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、

前
・
後
室
か
ら
な
る
副
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
。

熊
本
県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
に
分
布
す
る
こ
れ
ら
の
双
脚
輪
状
文
を
有
す
る
装
飾
古
墳
は
、

墳
丘
形
態
と
石
室
構
造
と
も
に
一
様
で
は
な
く
、
多
様
な
形
態
を
示
す
と
い
え
る
。

二
．
装
飾
の
配
置
と
首
長
墓
系
譜
か
ら
み
た
双
脚
輪
状
文
の
錯
綜

　

続
い
て
、
各
古
墳
の
石
室
内
部
に
双
脚
輪
状
文
が
描
か
れ
た
箇
所
を
検
討
し
た
い
。
釜
尾

古
墳
は
石
屋
形
内
壁
天
井
石
の
内
面
、
横
山
古
墳
（
移
設
）
は
石
屋
形
の
左
右
袖
石
、
田
代

太
田
古
墳
は
玄
室
奥
壁
、
弘
化
谷
古
墳
は
石
屋
形
の
奥
壁
、
王
塚
古
墳
は
前
室
奥
壁
と
な
る
。

　

築
造
時
期
に
つ
い
て
、
概
ね
６
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
ご
ろ
に
か
け
て
の
王
塚
古
墳
、
釜
尾

古
墳
、
弘
化
谷
古
墳
、
横
山
古
墳
（
移
設
）、
６
世
紀
後
半
ご
ろ
の
田
代
太
田
古
墳
の
築
造

と
考
え
ら
れ
る
。
釜
尾
古
墳
以
外
は
、
各
地
域
の
首
長
墓
系
譜
に
連
な
る
古
墳
で
あ
る
。
現

存
す
る
双
脚
輪
状
文
を
有
す
る
装
飾
古
墳
は
、
双
脚
輪
状
文
が
各
地
域
で
連
鎖
す
る
も
の
で

な
く
、
錯
綜
す
る
状
況
が
看
取
で
き
る
。

三
．
紀
伊
の
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
と
石
棚　

双
脚
輪
状
文
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
装
飾
文
様
だ
け
で
な
く
人
物
埴
輪
や
形
象
埴
輪
に

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
連
弧
状
の
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
は
、
分
布
の
中
枢
が
紀
伊
地

域
の
紀
ノ
川
河
口
部
で
あ
り
、
革
製
冠
帽
を
表
現
し
た
埴
輪
の
可
能
性
が
高
い
。

丹
野
拓
氏
に
よ
れ
ば
、
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
は
６
世
紀
前
半
ご
ろ
に
成
立
し
、
真
の
継
体

天
皇
陵
と
目
さ
れ
る
大
阪
府
高
槻
市
今い
ま
し
ろ
づ
か

城
塚
古
墳
の
築
造
に
若
干
先
行
す
る
と
い
う
。
継
体

天
皇
と
繋
が
り
が
強
い
近
畿
北
部
、
北
陸
・
東
海
地
域
が
分
布
の
空
白
域
で
あ
る
こ
と
が
興

味
深
い
。

さ
ら
に
、
肥
後
と
紀
伊
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
場
合
、
紀
伊
地
域
の
横
穴

式
石
室
が
分
布
の
中
心
、
石
棚
が
注
目
さ
れ
る
。
石
棚
は
、
熊
本
県
内
の
古
墳
で
は
13
例
が

確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
紀
伊
地
域
の
石
棚
の
影
響
を
直
接
受
け
て
い
る
と
は
考
え

に
く
い
が
、
宇
城
市
宇う
が
た
け

賀
岳
古
墳
、
氷
川
町
大お
お
い
わ
や

野
窟
古
墳
な
ど
緑
川
流
域
か
ら
氷
川
流
域
に

分
布
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
石
棚
を
有
す
る
肥
後
の
横
穴
式
石
室
の
存
在
は
、
両
地
域
の
首

長
層
の
交
流
の
結
果
、
墓
制
に
関
す
る
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
紀
伊
の
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪

が
装
飾
古
墳
の
双
脚
輪
状
文
に
変
容
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。

た
だ
し
、
６
世
紀
代
の
九
州
地
方
の
装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
る
双
脚
輪
状
文
が
、
双
脚
輪
状

文
形
埴
輪
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
革
製
冠
帽
を
表
現
し
た
文
様
で
あ
る
と
評
価
す
る
に
は
疑

問
が
残
る
。
現
状
で
は
、
人
物
を
表
現
し
た
装
飾
文
様
に
は
、
こ
の
類
の
冠
帽
の
表
現
は
み

ら
れ
な
い
。

四
．
お
わ
り
に

　

埴
輪
や
装
飾
文
様
を
含
め
た
双
脚
輪
状
文
は
、紀
伊
地
域
は
双
脚
左
向
き
が
主
流
に
対
し
、

九
州
地
方
は
ど
う
か
。
比
較
的
、
紀
伊
地
域
の
埴
輪
に
類
似
し
た
文
様
と
い
え
る
釜
尾
古
墳
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第 25図　双脚輪状文を有する古墳の石室と双脚輪状文の配置

釜尾古墳

弘化谷古墳

横山古墳

王塚古墳

田代太田古墳

は
双
脚
が
右
向
き
と
上
向
き
が
混
在
し
、
王
塚
古
墳
は
下
向
き
、
横
山
古
墳
は
上
向
き
で
あ

る
。
九
州
地
方
で
み
ら
れ
る
双
脚
輪
状
文
の
双
脚
の
向
き
は
多
様
で
あ
り
、
特
段
、
制
約
は

な
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
為
、
装
飾
文
様
の
双
脚
輪
状
文
は
、
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
の
双
脚
部
分
が
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
日
本
列
島
の
古
墳
築
造
シ
ス
テ
ム
の
属
性
の
一
つ
で

あ
る
埴
輪
は
、
６
世
紀
に
は
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
が
創
出
さ
れ
た
。
九
州
の
古
墳
に
は
埴
輪

と
し
て
は
採
用
さ
れ
ず
、
装
飾
文
様
と
し
て
双
脚
輪
状
文
が
採
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。

参　

考　

文　

献

熊
本
県
教
育
委
員
会
編
（
１
９
８
４
）『
熊
本
県
装
飾
古
墳
総
合
調
査
報
告
書
』
熊
本
県

文
化
財
調
査
報
告
書
第
68
集　

熊
本

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
編
（
２
０
１
０
）『
田
代
太
田
古
墳
』
鳥
栖
市
文
化
財
調
査
報
告
書

第
81
集　

佐
賀

丹
野
拓
（
２
０
１
５
）「
双
脚
輪
状
文
形
埴
輪
の
冠
帽
と
し
て
の
検
討
」『
河
上
邦
彦
先
生

古
稀
記
念
謹
呈
論
文
集
』　

河
上
邦
彦
先
生
古
稀
記
念
会

古
城
史
雄（
２
０
１
２
）「
第
Ⅵ
章
考
察　

第
２
節　

横
穴
式
石
室
か
ら
み
た
大
野
窟
古
墳
」

『
大
野
窟
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
氷
川
町
教
育
委
員
会　

熊
本

埋
蔵
文
化
財
研
究
会
編
（
２
０
０
２
）『
装
飾
古
墳
の
展
開
〜
彩
色
系
装
飾
古
墳
を
中
心

に
〜
』
第
51
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
集
会
資
料
集　

福
岡

第 25図　双脚輪状文を有する古墳の石室と双脚輪状文の配置
（縮尺不同・各参考文献　引用改編　●は配置と双脚の向き）

釜尾古墳

弘化谷古墳

横山古墳

王塚古墳

田代太田古墳



平成 27年度企画展Ⅳ

双脚輪状文の交流
－装飾古墳の双脚輪状文と

　和歌山県岩橋千塚古墳群出土埴輪を考える－

発　行　日：2015 年９月 28日

編集・発行：熊本県立装飾古墳館
〒 861-0561　熊本県山鹿市鹿央町岩原 3085 番地
TEL 0968-36-2151（代）　FAX 0968-36-2120

印　　　刷：株式会社 協和印刷

第 1・19図については、JAXA 提供「AW3D TM（全世界デジタル 3D 地形データ）」
をカシミール 3D で加工、それ以外の図版については各機関提供及び各参考文献
から引用改変。

＊　本図録掲載の写真について、無断掲載を固く禁じます。



発 行 者：熊本県立装飾古墳館

所　　属：教育総務局文化課

発行年度：平成 27年度



平成２７年度企画展Ⅳ　『双脚輪状文の交流』図録　正誤表

ページ 誤 正

3頁　10行目 1916（大正6年） 1917（大正6年）

8頁　2行目 加古川東岸 穂波川東岸

11頁　下段8行目 イチガイシ イチイガシ

15頁　上段タイトル 岩橋千塚
いわはしせんづか

古墳群 岩橋千塚
いわせせんづか

古墳群

19頁　下段3行目 現存する双脚輪状文を有する装飾古墳は 現存する双脚輪状文を有する装飾古墳からは

19頁　下段16行目 大野窟古墳
おおいわや

大野窟古墳
おおのいわや

本図録に下記の誤りがありました。
関係機関並びに関係者の皆様にお詫び申し上げると共に、訂正をお願いいたします。



 この電子書籍は、熊本県立装飾古墳館 企画展図録 第 23集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用してくださ

い。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、全国の歴史博物館、考古学を教える大

学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わ

せください。 

 

書名：双脚輪状文の交流 

発行：熊本県立装飾古墳館 

〒861-0561 熊本県山鹿市鹿央町岩原 3085番地 

電話：0968-36-2151 

URL：http://kofunkan.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：西暦 2018 年 6月 1日




